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変動賃料物件（ホテル）の運用状況についてのお知らせ（2025 年 10 月） 

 

 投資法人みらい（以下「本投資法人」といいます。）が保有するホテルのうち、変動賃料物件（注）の 2025

年 10月の運用状況を下記のとおりお知らせします。 

 本投資法人は、変動賃料物件のうちテナントから開示の同意を得られた物件について、継続的に運用状況の

開示を行う方針です。 

（注）直近の決算期における賃料収入に対する変動賃料の比率が20%以上の物件をいい、新規取得物件については直近の決算期と同期間に

おける取得前の実績、賃貸借契約の変更（テナント変更を含む）が行われた物件については契約締結時の想定に基づき分類します。 

 

記 

 

1. 変動賃料物件全体の運用実績（注 1） 

物件名/項目 2025年 10月 前年同月比 
2025年 10月期 

累計/平均 
前年同期比 

スマイルホテル 

5物件 

客室稼働率（注 2） 94% 111% 90% 116% 

ADR（注 3） 10,359円 123% 8,947円 113% 

RevPAR（注 4） 9,717円 137% 8,056円 131% 

売上高（注 5） 232百万円 136% 1,150百万円 131% 

（注1） 記載の数値は監査等の手続きを経ていないため、正確性・完全性を保証できるものではありません。 

また、今後提出する有価証券報告書等の資料に記載の数値と一致しない場合があります。以下同じです。 

（注2） 客室稼働率：対象期間の販売客室数を同期間の販売可能客室数で除した数値をいいます。なお、客室稼働率については、小数点以

下第一位を四捨五入して記載しています。 

（注3） ADR（Average Daily Rate＝平均客室販売単価）：一定期間の宿泊部門売上高合計を同期間の販売客室数合計で除した値をいいます。

なお、ADRについては小数点以下第一位を切り捨てて記載しています。 

（注4） RevPAR（Revenue Per Available Room＝販売可能客室当たり宿泊部門売上）：一定期間の宿泊部門売上合計を同期間の販売可能客室

数合計で除した値をいいます。なお、RevPARについては小数点以下第一位を切り捨てて記載しています。 

（注5） 売上高については百万円未満を切り捨てて記載しています。 
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2. 個別物件の運用実績 

物件名/項目 2025年 10月 前年同月比 
2025年 10月期 

累計/平均 
前年同期比 

スマイルホテル 

大阪天王寺 

客室稼働率 84% 97% 86% 128% 

ADR 9,728円 134% 9,258円 137% 

RevPAR 8,212円 129% 8,003円 175% 

売上高 32百万円 126% 189百万円 171% 

スマイルホテル 

京都烏丸五条 

客室稼働率 96% 107% 89% 108% 

ADR 13,737円 144% 8,746円 118% 

RevPAR 13,195円 155% 7,771円 128% 

売上高 46百万円 153% 162百万円 127% 

スマイルホテル 

那覇シティ 

リゾート 

客室稼働率 93% 133% 88% 132% 

ADR 8,847円 120% 8,618円 113% 

RevPAR 8,233円 160% 7,546円 149% 

売上高 68百万円 159% 372百万円 146% 

スマイルホテル 

博多駅前 

客室稼働率 99% 102% 98% 103% 

ADR 13,975円 114% 11,361円 105% 

RevPAR 13,864円 117% 11,187円 108% 

売上高 52百万円 116% 250百万円 108% 

スマイルホテル 

名古屋栄 

客室稼働率 97% 108% 91% 106% 

ADR 7,539円 115% 7,177円 106% 

RevPAR 7,312円 124% 6,531円 112% 

売上高 33百万円 123% 175百万円 112% 

（注）本投資法人の保有物件には表記載の物件以外に変動賃料を導入している物件が含まれていますが、いずれも変動賃料の比率が 20%未

満であるため開示の対象としていません。 

 

3. 特記事項 

10月の運用実績は、秋の旅行シーズンに入り、東アジア諸国の連休も重なったことから、インバウンド

需要の高まりを受け全体として好調に推移しました。中でも引き続き高稼働を維持したスマイルホテル博

多駅前及びインバウンド需要を的確に取り込んだスマイルホテル京都烏丸五条が全体の業績を牽引する結

果となりました。 

 

以 上 

※本投資法人のホームページアドレス：https://3476.jp 

https://3476.jp/

